
日本共産党の見解を紹介します。＜２００７年４月号外＞
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憲法施行６０年の節目の今年、安倍首相と与党は、

国民投票などの改憲手続き法案を「５月３日までに

は通す」と言っています。自民・公明・民主の改憲

賛成勢力に「ノー」の審判をくだしましょう。

「改憲手続き法」の目的は、ズバリ戦争を放棄

した第９条の改変です。与党案も民主党案も、国

民投票の「最低投票率」はなく、有権者の２０％

の賛成でも改憲が実現してしまうしくみです。
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介
護
・
医
療
・
福
祉
の
い
っ
そ
う
の
充
実

中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
の
実
現

少
人
数
学
級
の
実
現
で
、
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育

町
内
巡
回
バ
ス
の
早
期
実
施

衣
浦
港
３
号
地
産
廃
処
分
場
建
設
は
反
対

介
護
保
険
料
・
利
用
料
減
免
の
継
続
拡
充
。
介
護
用
具
の
と
り
あ
げ
を
や
め
、

希
望
者
へ
の
貸
出
の
継
続
。
自
立
支
援
法
の
抜
本
的
見
直
し
求
め
、
障
が
い
者
福
祉

充
実
。

い
じ
め
、
不
登
校
、
学
級
閉
鎖
な
ど
、
小
中
学
校
を
と
り
ま
く
教
育
環
境
を
根

本
的
に
解
決
す
る
た
め
に
、
少
人
数
学
級
の
早
期
実
現
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

試
行
運
行
の
ま
ま
終
わ
っ
て
い
る
町
内
巡
回
バ
ス
の
早
期
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

お
年
寄
り
が
元
気
に
で
か
け
る
こ
と
が
で
き
、
町
の
活
性
化
に
と
っ
て
も
大
切
で
す
。

衣
浦
港
３
号
地
を
産
業
廃
棄
物
で
埋
め
立
て
る
計
画
は
、
環
境
破
壊
そ
の
も
の
で

す
。
き
れ
い
な
海
を
守
る
た
め
に
も
、
産
廃
に
よ
る
埋
立
中
止
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
制

度
拡
充
は
、
住
民
の
切
実
な

願
い
と
日
本
共
産
党
の
運
動

で
、
近
隣
市
町
の
お
も
な
所

で
も
下
記
の
と
お
り
無
料
化

の
対
象
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

大
府
市
＝
中
卒
ま
で
通
・
入
院
無
料
、
東
浦
町
・
阿
久
比

町
・
東
海
市
＝
中
卒
ま
で
入
院
無
料
、
西
尾
市
・
知
立
市

＝
小
学
校
１
年
ま
で
通
院
・
入
院
無
料
、
吉
良
町
＝
小
卒

ま
で
通
・
入
院
無
料
、
幡
豆
町
＝
小
学
３
年
ま
で
通
・
入

院
無
料
、
一
色
町
＝
小
学
２
年
ま
で
通
院
無
料
、
碧
南
市

＝
小
卒
ま
で
通
院
無
料
・
中
卒
ま
で
入
院
無
料
、
高
浜
市

＝
中
卒
ま
で
通
・
入
院
の
助
成
（
患
者
一
割
負
担
）

梶
田
み
の
る
さ
ん
は
、
こ
ん
な
人

１
９
３
９
年
生
ま
れ
で
、
中
学
卒
業

後
、
日
本
油
脂
（
株
）
に
入
社
。
働
き

な
が
ら
半
田
高
校
武
豊
分
校
卒
業
し
、

名
古
屋
工
業
大
学
短
期
大
学
部
（
夜
間
）

を
卒
業
し
ま
し
た
。

日
本
油
脂
労
組
で
青
年
婦
人
部
役
員

な
ど
歴
任
し
、
働
く
も
の
の
暮
ら
し
と

権
利
を
守
っ
て
奮
闘
。

明
る
い
革
新
町
政
を
つ
く
る
会
の
結

成
に
参
加
し
、
県
下
初
の
革
新
町
政
の

実
現
に
貢
献
。
１
９
８
３
年
に
町
議
会

議
員
に
当
選
、
現
在
６
期
目
。

県
立
内
海
高
校
非
常
勤
教
師
（
弓
道

指
導
）
の
委
嘱
を
受
け
現
在
に
い
た
る
。

日
本
福
祉
大
学
（
通
信
教
育
部
）
を
今

年
卒
業
、
福
祉
・
介
護
を
学
ぶ
。
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町
議
会
議
員
・
副
議
長


